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(57)【要約】
【課題】聴取者が部屋のどこに居ても、同じような音響
効果が得られるようにする。
【解決手段】天井に４個の無指向性平面スピーカＦＬ，
ＦＲ；ＳＬ，ＳＲを聴取者を中心に均等に配置する。そ
して、その駆動回路１０では、２チャネルの入力ステレ
オ音響信号Ｌ，Ｒを信号処理回路１１，１２で２００～
８００Ｈｚの低域成分を強調し、それを相互に逆チャネ
ルの第１の減衰器１４，１３に入力し、極性反転および
３ｄＢ減衰して信号Ｌ２，Ｒ２を作成する。その信号Ｌ
２，Ｒ２を第１の加算器１７，１８で信号Ｌ１，Ｒ１に
加算した信号Ｌ３，Ｒ３を、遅延器２１，２２で２０ｍ
ｓｅｃ遅延した信号Ｌ４，Ｒ４を後方左右のサラウンド
用スピーカＳＬ、ＳＲに与える。一方、信号Ｌ４，Ｒ４
を第２の減衰器１５，１６で３ｄＢだけ減衰した信号Ｌ
５，Ｒ５を第２の加算器１９，２０で信号Ｌ１，Ｒ１に
加算した信号Ｌ６，Ｒ６を、前方左右のメインスピーカ
ＦＬ、ＦＲに与える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のスピーカを用い、駆動回路から前記各スピーカに信号処理した音響信号を与える
ことでサラウンド効果を得るようにした音響システムにおいて、
　前記複数のスピーカは、部屋の天井に均等に配置される４個の無指向性平面スピーカか
ら成り、
　前記駆動回路は、
　　音響信号源からの２チャネルのステレオ音響信号Ｌ，Ｒから、予め定める低域成分を
強調した信号Ｌ１，Ｒ１を作成する信号処理回路と、
　　前記信号Ｌ１，Ｒ１の極性を反転し、予め定める第１のレベルだけ減衰させた信号Ｌ
２，Ｒ２を得る第１の減衰器と、
　　前記信号Ｌ２，Ｒ２を前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算した信号Ｌ３，Ｒ３を得る第１の加
算器と、
　　前記信号Ｌ３，Ｒ３を予め定める時間だけ遅延した信号Ｌ４，Ｒ４を得る遅延器と、
　　前記信号Ｌ４，Ｒ４を予め定める第２のレベルだけ減衰させた信号Ｌ５，Ｒ５を得る
第２の減衰器と、
　　前記信号Ｌ１，Ｒ１に前記信号Ｌ５，Ｒ５を加算した信号Ｌ６，Ｒ６を得る第２の加
算器とを備え、
　前記信号Ｌ６，Ｒ６が聴取者前方の左右のスピーカにそれぞれ与えられ、前記信号Ｌ４
，Ｒ４が聴取者後方の左右のスピーカにそれぞれ与えられることを特徴とする音響システ
ム。
【請求項２】
　前記駆動回路は、
　　前記信号Ｌ１，Ｒ１を相互に加算した信号Ｃ１を得る第３の加算器と、
　　前記信号Ｃ１を予め定める第３のレベルだけ減衰させた信号Ｃ２を得る第３の減衰器
とをさらに備え、
　　前記第２の加算器は、前記信号Ｌ１，Ｒ１に、前記信号Ｌ５，Ｒ５および信号Ｃ２を
加算して前記信号Ｌ６，Ｒ６を得ることを特徴とする請求項１記載の音響システム。
【請求項３】
　前記駆動回路は、前記信号Ｌ１，Ｒ１；Ｌ４，Ｒ４に残響を加えるエコー回路をさらに
備えることを特徴とする請求項１記載の音響システム。
【請求項４】
　前記駆動回路は、
　　前記信号Ｌ４，Ｒ４を予め定める第４のレベルだけ減衰させた信号Ｌ７，Ｒ７を得る
第４の減衰器と、
　前記信号Ｌ７，Ｒ７を前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算して前記信号Ｌ４，Ｒ４とする第４の
加算器とをさらに備えることを特徴とする請求項１記載の音響システム。
【請求項５】
　前記信号Ｌ４，Ｒ４が与えられるスピーカが前記部屋の中央左右に配置され、
　前記聴取者後方の左右には補助スピーカがさらに設けられ、
　前記駆動回路は、
　　前記信号Ｌ１，Ｒ１を予め定める第５のレベルだけ減衰させた信号Ｌ８，Ｒ８を得る
第５の減衰器と、
　　前記信号Ｌ４，Ｒ４を予め定める第６のレベルだけ増幅または減衰させた信号Ｌ９，
Ｒ９を得る増減衰器と、
　　前記信号Ｌ８，Ｒ８に前記信号Ｌ９，Ｒ９を加算した信号Ｌ１０，Ｒ１０を得る第５
の加算器とを備え、
　前記信号Ｌ１０，Ｒ１０が前記後方左右の補助スピーカにそれぞれ与えられることを特
徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の音響システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のスピーカを用い、駆動回路から前記各スピーカに信号処理した音響信
号を与えることでサラウンド効果を得るようにした音響システムに関し、特に設置スペー
スなどの関係でスピーカを部屋の天井に設置するものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記天井設置のスピーカを用いてサラウンド効果を得るようにした音響システムは、た
とえば特許文献１で示されている。その従来技術によれば、比較的指向性の低い低音を前
記天井設置の平板スピーカから放射するようにし、指向性の高い中高音域を、テレビモニ
タの側部に設けたトゥイータから放射するようになっている。
【特許文献１】特開平１１－２２５３８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、この従来技術は、設置スペースなどの関係で、大型のスピーカを天井に
設置したにすぎず、音響効果は従来のままであり、聴取者が、限られたエリアである前記
テレビモニタの正面から移動すると、所期の音響効果を得られなくなってしまうという問
題がある。
【０００４】
　本発明の目的は、聴取者が部屋のどこに居ても、同じような音響効果を得ることができ
る音響システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の音響システムは、複数のスピーカを用い、駆動回路から前記各スピーカに信号
処理した音響信号を与えることでサラウンド効果を得るようにした音響システムにおいて
、前記複数のスピーカは、部屋の天井に均等に配置される４個の無指向性平面スピーカか
ら成り、前記駆動回路は、音響信号源からの２チャネルのステレオ音響信号Ｌ，Ｒから、
予め定める低域成分を強調した信号Ｌ１，Ｒ１を作成する信号処理回路と、前記信号Ｌ１
，Ｒ１の極性を反転し、予め定める第１のレベルだけ減衰させた信号Ｌ２，Ｒ２を得る第
１の減衰器と、前記信号Ｌ２，Ｒ２を前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算した信号Ｌ３，Ｒ３を得
る第１の加算器と、前記信号Ｌ３，Ｒ３を予め定める時間だけ遅延した信号Ｌ４，Ｒ４を
得る遅延器と、前記信号Ｌ４，Ｒ４を予め定める第２のレベルだけ減衰させた信号Ｌ５，
Ｒ５を得る第２の減衰器と、前記信号Ｌ１，Ｒ１に前記信号Ｌ５，Ｒ５を加算した信号Ｌ
６，Ｒ６を得る第２の加算器とを備え、前記信号Ｌ６，Ｒ６が聴取者前方の左右のスピー
カにそれぞれ与えられ、前記信号Ｌ４，Ｒ４が聴取者後方の左右のスピーカにそれぞれ与
えられることを特徴とする。
【０００６】
　上記の構成によれば、複数のスピーカを用い、駆動回路から前記各スピーカに信号処理
した音響信号を与えることでサラウンド効果を得るようにした音響システムにおいて、設
置スペースなどの関係で前記複数のスピーカを部屋の天井に設置するにあたって、前記複
数のスピーカを、４個の無指向性平面スピーカで構成するとともに、部屋の隅角部からの
距離が均等で、かつ各スピーカ間の距離が均等である等の均等に配置し、さらに前記駆動
回路を、信号処理回路と、第１および第２の減衰器と、第１および第２の加算器と、遅延
器とを備えて構成する。
【０００７】
　そして、前記駆動回路内の各回路の構成は、先ず音響信号源からの２チャネルのステレ
オ音響信号Ｌ，Ｒを信号処理回路で予め定める低域成分、好ましくは２００～８００Ｈｚ
の成分を強調した信号Ｌ１，Ｒ１を作成し、その信号Ｌ１，Ｒ１を第１の減衰器で極性を
反転して予め定める第１のレベル（ゲイン）、好ましくは３ｄＢだけ減衰させた信号Ｌ２
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，Ｒ２を作成し、その信号Ｌ２，Ｒ２を第１の加算器で前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算した信
号Ｌ３，Ｒ３を作成し、さらにその信号Ｌ３，Ｒ３を遅延器で予め定める時間、好ましく
は２０ｍｓｅｃだけ遅延した信号Ｌ４，Ｒ４を作成し、エコー信号として聴取者後方の左
右のスピーカにそれぞれ与える。
【０００８】
　一方、第２の減衰器で前記信号Ｌ４，Ｒ４を予め定める第２のレベル（ゲイン）、好ま
しくは３ｄＢだけ減衰させた信号Ｌ５，Ｒ５を作成し、第２の加算器でその信号Ｌ５，Ｒ
５を前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算した信号Ｌ６，Ｒ６を作成し、聴取者前方の左右のスピー
カにそれぞれ与える。なお、前記のレベル（ゲイン）は、駆動回路に入力されるステレオ
音響信号Ｌ，Ｒのレベルを基準とした場合の相対比であり、実際にスピーカに入力される
前記信号Ｌ６，Ｒ６；Ｌ４，Ｒ４には、その相対比を維持しつつ（同じゲインで）、適宜
増幅が行われる。
【０００９】
　したがって、低域を強調し、さらにサラウンド信号を適切なゲインにして各スピーカに
加え、四方からサラウンドの掛かった信号を放射することで、従来の音響システムのよう
に、限られたエリアでしか音響効果を楽しむことができないということはなく、前記聴取
者が部屋のどこに居ても、同じような音響効果（音場感や臨場感等）を得ることができ、
移動しながら、また作業しながら、同じような印象で聴取を行うことができる。
【００１０】
　また、本発明の音響システムでは、前記駆動回路は、前記信号Ｌ１，Ｒ１を相互に加算
した信号Ｃ１を得る第３の加算器と、前記信号Ｃ１を予め定める第３のレベルだけ減衰さ
せた信号Ｃ２を得る第３の減衰器とをさらに備え、前記第２の加算器は、前記信号Ｌ１，
Ｒ１に、前記信号Ｌ５，Ｒ５および信号Ｃ２を加算して前記信号Ｌ６，Ｒ６を得ることを
特徴とする。
【００１１】
　上記の構成によれば、第３の加算器では、前記信号Ｌ１，Ｒ１を相互に加算することで
、センター信号となる信号Ｃ１を得ることができ、この信号Ｃ１を前記第２の加算器で、
前記信号Ｌ５，Ｒ５と共に前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算することで、音像を正面中央付近に
定位させることができ、さらに第３の減衰器で、前記信号Ｃ１を予め定める第３のレベル
（ゲイン）だけ減衰させた信号Ｃ２を前記第２の加算器に与えるようにすることで、前記
の定位の度合いを調整することができる。
【００１２】
　さらにまた、本発明の音響システムでは、前記駆動回路は、前記信号Ｌ１，Ｒ１；Ｌ４
，Ｒ４に残響を加えるエコー回路をさらに備えることを特徴とする。
【００１３】
　上記の構成によれば、音場にさらに拡がりを持たせることができる。
【００１４】
　また、本発明の音響システムでは、前記駆動回路は、前記信号Ｌ４，Ｒ４を予め定める
第４のレベルだけ減衰させた信号Ｌ７，Ｒ７を得る第４の減衰器と、前記信号Ｌ７，Ｒ７
を前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算して前記信号Ｌ４，Ｒ４とする第４の加算器とをさらに備え
ることを特徴とする。
【００１５】
　上記の構成によれば、第４の加算器では、サラウンド信号である信号Ｌ４，Ｒ４に、直
達信号である信号Ｌ１，Ｒ１が加算されて前記信号Ｌ４，Ｒ４となるので、より定位感を
増すことができる。また、聴取者が後方を向いても、同様に聴取することができる。
【００１６】
　さらにまた、本発明の音響システムでは、前記信号Ｌ４，Ｒ４が与えられるスピーカが
前記部屋の中央左右に配置され、前記聴取者後方の左右には補助スピーカがさらに設けら
れ、前記駆動回路は、前記信号Ｌ１，Ｒ１を予め定める第５のレベルだけ減衰させた信号
Ｌ８，Ｒ８を得る第５の減衰器と、前記信号Ｌ４，Ｒ４を予め定める第６のレベルだけ増
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幅または減衰させた信号Ｌ９，Ｒ９を得る増減衰器と、前記信号Ｌ８，Ｒ８に前記信号Ｌ
９，Ｒ９を加算した信号Ｌ１０，Ｒ１０を得る第５の加算器とを備え、前記信号Ｌ１０，
Ｒ１０が前記後方左右の補助スピーカにそれぞれ与えられることを特徴とする。
【００１７】
　上記の構成によれば、前述のサラウンドスピーカが部屋の中央左右に配置され、後方左
右にはさらに補助スピーカが配置され、駆動回路から、その補助スピーカに信号Ｌ１０，
Ｒ１０が与えられる。
【００１８】
　したがって、聴取者が後方を向いても、同様に聴取することができる。また、増減衰器
での第６のレベル（ゲイン）を調整することで、－のゲインなら前方から、＋のゲインな
ら後方から、音の到来方向を切換えることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の音響システムは、以上のように、複数のスピーカを用い、駆動回路から前記各
スピーカに信号処理した音響信号を与えることでサラウンド効果を得るようにした音響シ
ステムにおいて、前記複数のスピーカを部屋の天井に設置するにあたって、前記複数のス
ピーカを、４個の無指向性平面スピーカで構成して部屋内に均等に配置するとともに、そ
の駆動回路において、音響信号源からの２チャネルのステレオ音響信号Ｌ，Ｒを信号処理
回路で予め定める低域成分を強調した信号Ｌ１，Ｒ１を作成し、その信号Ｌ１，Ｒ１を第
１の減衰器で極性を反転して予め定める第１のレベルだけ減衰させた信号Ｌ２，Ｒ２を作
成し、その信号Ｌ２，Ｒ２を第１の加算器で前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算した信号Ｌ３，Ｒ
３を作成し、さらにその信号Ｌ３，Ｒ３を遅延器で予め定める時間だけ遅延した信号Ｌ４
，Ｒ４を作成し、エコー信号として聴取者後方の左右のスピーカにそれぞれ与える一方、
第２の減衰器で前記信号Ｌ４，Ｒ４を予め定める第２のレベルだけ減衰させた信号Ｌ５，
Ｒ５を作成し、第２の加算器でその信号Ｌ５，Ｒ５を前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算した信号
Ｌ６，Ｒ６を作成し、聴取者前方の左右のスピーカにそれぞれ与える。
【００２０】
　それゆえ、低域を強調し、さらにサラウンド信号を適切なゲインにして各スピーカに加
え、四方からサラウンドの掛かった信号を放射することで、従来の音響システムのように
、限られたエリアでしか音響効果を楽しむことができないということはなく、前記聴取者
が部屋のどこに居ても、同じような音響効果を得ることができ、移動しながら、また作業
しながら、同じような印象で聴取を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　［実施の形態１］
　図１は、本発明の実施の第１の形態に係る音響システムにおけるスピーカ配置を説明す
るための模式的な斜視図である。本音響システムでは、４個の無指向性平面スピーカＦＬ
，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲが使用され、設置スペースなどの関係で、それらは部屋１の天井２に
、埋込み或いは吊下げなどで設置され、それぞれ部屋１の隅角部からの距離が均等で、か
つ各スピーカＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲ間の距離が均等である等で、聴取者３を中心にして
均等に配置される。
【００２２】
　図２は、前記の各スピーカＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲを駆動する駆動回路１０の電気的構
成を示すブロック図である。この駆動回路１０は、信号処理回路１１，１２と、第１およ
び第２の減衰器１３，１４；１５，１６と、第１および第２の加算器１７，１８；１９，
２０と、遅延器２１，２２とを備えて構成される。
【００２３】
　そして、この駆動回路１０内の各回路の構成において、先ず、図示しない音響信号源か
らの２チャネルのステレオ音響信号Ｌ，Ｒは、信号処理回路１１，１２に与えられる。こ
の信号処理回路１１，１２は、たとえばローパスフィルタにアンプおよびそれらをバイパ
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スするスルーラインなどを備えて構成され、予め定める低域成分、好ましくは２００～８
００Ｈｚの低域成分を強調した信号Ｌ１，Ｒ１を作成する。
【００２４】
　前記信号Ｌ１，Ｒ１は、相互に逆のチャネルの第１の減衰器１４，１３に入力され、極
性が反転されるとともに、予め定める第１のレベル（ゲイン）、好ましくは３ｄＢだけ減
衰された信号Ｌ２，Ｒ２となる。前記信号Ｌ２，Ｒ２は、第１の加算器１７，１８に入力
され、前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算されて、サラウンド効果を生じさせる信号Ｌ３，Ｒ３と
なる。すなわち、Ｌ３＝Ｌ１－Ｒ１（－３ｄＢ）、Ｒ３＝Ｒ１－Ｌ１（－３ｄＢ）である
。前記信号Ｌ３，Ｒ３は、遅延器２１，２２において、予め定める時間、好ましくは２０
ｍｓｅｃだけ遅延され、信号Ｌ４，Ｒ４となる。この信号Ｌ４，Ｒ４は、エコー信号とし
て、聴取者３の後方の左右のサラウンド用スピーカＳＬ，ＳＲにそれぞれ与えられる。
【００２５】
　また、前記信号Ｌ４，Ｒ４は、第２の減衰器１５，１６に入力され、予め定める第２の
レベル（ゲイン）、好ましくは３ｄＢだけそれぞれ減衰された信号Ｌ５，Ｒ５となる。前
記信号Ｌ５，Ｒ５は、第２の加算器１９，２０に入力され、前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算さ
れて作成された信号Ｌ６，Ｒ６が、聴取者３の前方の左右のメインスピーカＦＬ、ＦＲに
それぞれ与えられる。なお、前記のレベル（ゲイン）は、駆動回路１０に入力されるステ
レオ音響信号Ｌ，Ｒのレベルを基準とした場合の相対比であり、スピーカＦＬ，ＦＲ；Ｓ
Ｌ，ＳＲにそれぞれ入力される前記信号Ｌ６，Ｒ６；Ｌ４，Ｒ４には、その相対比を維持
しつつ（同じゲインで）、それぞれ適宜増幅が行われる。
【００２６】
　このように構成することで、低域を強調し、さらにサラウンド信号を適切なゲインにし
て各スピーカＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲに加え、四方からサラウンドの掛かった信号を放射
するので、従来の音響システムのように、限られたエリアでしか音響効果を楽しむことが
できないということはなく、前記聴取者３が部屋１のどこに居ても、同じような音響効果
（音場感や臨場感等）を得ることができ、移動しながら、また作業しながら、同じような
印象で聴取を行うことができる。
【００２７】
　［実施の形態２］
　図３は、本発明の実施の第２の形態に係る音響システムにおける駆動回路３０の電気的
構成を示すブロック図である。この音響システムにおけるスピーカ配置は、前述の図１と
同様である。また、この駆動回路３０において、前述の駆動回路１０に類似し、対応する
部分には同一の参照符号を付して示し、その説明を省略する。注目すべきは、この駆動回
路３０では、第３の加算器３１において、前記信号Ｌ１，Ｒ１を相互に加算した信号Ｃ１
が作成され、その信号Ｃ１が第３の減衰器３２において予め定める第３のレベル、好まし
くは－３ｄＢだけ減衰されて信号Ｃ２となり、その信号Ｃ２が前記第２の加算器１９，２
０において、前記信号Ｌ５，Ｒ５と共に前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算されて前記信号Ｌ６，
Ｒ６が作成されることである。
【００２８】
　したがって、前記第３の加算器３１では、前記信号Ｌ１，Ｒ１を相互に加算することで
、センター信号となる信号Ｃ１（＝Ｌ１＋Ｒ１）を得ることができ、この信号Ｃ１を前記
第２の加算器１９，２０で前記信号Ｌ５，Ｒ５と共に前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算すること
で、音像を正面中央付近に定位させることができる。さらに、第３の減衰器３２で、前記
信号Ｃ１を前記第３のレベル（ゲイン）だけ減衰させた信号Ｃ２を前記第２の加算器１９
，２０に与えるようにすることで、前記の定位の度合いを調整することができる。
【００２９】
　［実施の形態３］
　図４は、本発明の実施の第３の形態に係る音響システムにおける駆動回路４０の電気的
構成を示すブロック図である。この音響システムにおけるスピーカ配置は、前述の図１と
同様である。また、この駆動回路４０において、前述の駆動回路１０に類似し、対応する
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部分には同一の参照符号を付して示し、その説明を省略する。注目すべきは、この駆動回
路４０では、前記信号Ｌ１，Ｒ１；Ｌ４，Ｒ４に残響を加えるエコー回路４１がさらに設
けられていることである。これによって、音場にさらに拡がりを持たせることができる。
【００３０】
　［実施の形態４］
　図５は、本発明の実施の第４の形態に係る音響システムにおける駆動回路５０の電気的
構成を示すブロック図である。この駆動回路５０は、前述の駆動回路１０に類似し、対応
する部分には同一の参照符号を付して示し、その説明を省略する。注目すべきは、この駆
動回路５０では、遅延を掛けた前記信号Ｌ４，Ｒ４を、第４の減衰器５１，５２において
予め定める第４のレベル、好ましくは－３ｄＢだけ減衰し、得られた信号Ｌ７，Ｒ７を、
第４の加算器５３，５４において前記信号Ｌ１，Ｒ１に加算して前記信号Ｌ４，Ｒ４とす
ることである。
【００３１】
　このように構成することで、第４の加算器５３，５４では、サラウンド信号である信号
Ｌ４，Ｒ４に、直達信号である信号Ｌ１，Ｒ１が加算されて前記信号Ｌ４，Ｒ４となるの
で、より定位感を増すことができる。また、聴取者３が後方を向いても、正面方向と同様
の感覚で聴取することができる。この場合、各スピーカＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲが対称、
すなわち前述のように聴取者３がこれらのスピーカＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲの中央に位置
することが望ましい。
【００３２】
　［実施の形態５］
　図６は、本発明の実施の第５の形態に係る音響システムにおけるスピーカ配置を説明す
るための模式的な斜視図である。注目すべきは、この音響システムでは、６個の無指向性
平面スピーカＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲ；ＦＬ’，ＦＲ’が使用され、長方形の部屋１’の
天井２’において、メインスピーカＦＬ，ＦＲは聴取者３の前方左右に、サラウンド用の
スピーカＳＬ，ＳＲは聴取者３の上方左右に、補助スピーカＦＬ’，ＦＲ’は聴取者３の
後方左右に、それぞれ配置されることである。
【００３３】
　そして、図７は、前記の各スピーカＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲ；ＦＬ’，ＦＲ’を駆動す
る駆動回路６０の電気的構成を示すブロック図である。この駆動回路６０は、前述の駆動
回路１０に類似し、対応する部分には同一の参照符号を付して示し、その説明を省略する
。注目すべきは、この駆動回路６０では、前述の補助スピーカＦＬ’，ＦＲ’用に、第５
の減衰器６１，６２と、増減衰器（図７では減衰器で示す）６３，６４と、第５の加算器
６５，６６とがさらに設けられていることである。
【００３４】
　前記第５の減衰器６１，６２は、前記信号Ｌ１，Ｒ１を予め定める第５のレベル、好ま
しくは－３ｄＢだけ減衰させた信号Ｌ８，Ｒ８を作成する。一方、前記信号Ｌ４，Ｒ４は
、増減衰器６３，６４で予め定める第６のレベル（ゲイン）だけ増幅または減衰されて信
号Ｌ９，Ｒ９となる。これらの信号Ｌ８，Ｒ８と信号Ｌ９，Ｒ９とが第５の加算器６５，
６６で加算されて作成された信号Ｌ１０，Ｒ１０が、前記後方左右の補助スピーカＦＬ’
，ＦＲ’にそれぞれ与えられる。
【００３５】
　このように構成することで、聴取者３が後方を向いても、同様に聴取することができる
ようになる。また、増減衰器６３，６４での第６のレベル（ゲイン）を調整することで、
－のゲインなら前方から、＋のゲインなら後方から、音の到来方向を切換えることができ
る。
【００３６】
　［実施の形態６］
　図８は、本発明の実施の第６の形態に係る音響システムにおける駆動回路７０の電気的
構成を示すブロック図である。この音響システムにおけるスピーカ配置は、前述の図７と



(8) JP 2010-4129 A 2010.1.7

10

20

30

40

同様である。また、この駆動回路７０は、前述の駆動回路７０，３０に類似し、対応する
部分には同一の参照符号を付して示し、その説明を省略する。注目すべきは、この駆動回
路７０では、前記６つのスピーカＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲ；ＦＬ’，ＦＲ’を用いるとと
もに、第３の加算器３１による音像定位機能が設けられていることである。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施の第１の形態に係る音響システムにおけるスピーカ配置を説明する
ための模式的な斜視図である。
【図２】本発明の実施の第１の形態に係る音響システムにおける駆動回路の電気的構成を
示すブロック図である。
【図３】本発明の実施の第２の形態に係る音響システムにおける駆動回路の電気的構成を
示すブロック図である。
【図４】本発明の実施の第３の形態に係る音響システムにおける駆動回路の電気的構成を
示すブロック図である。
【図５】本発明の実施の第４の形態に係る音響システムにおける駆動回路の電気的構成を
示すブロック図である。
【図６】本発明の実施の第５の形態に係る音響システムにおけるスピーカ配置を説明する
ための模式的な斜視図である。
【図７】本発明の実施の第５の形態に係る音響システムにおける駆動回路の電気的構成を
示すブロック図である。
【図８】本発明の実施の第６の形態に係る音響システムにおける駆動回路の電気的構成を
示すブロック図である。
【符号の説明】
【００３８】
１，１’　　部屋
２，２’　　天井
　３　　聴取者
１０，３０，４０，５０，６０，７０　　駆動回路
１１，１２　　信号処理回路
１３，１４　　第１の減衰器
１５，１６　　第２の減衰器
１７，１８　　第１の加算器
１９，２０　　第２の加算器
２１，２２　　遅延器
３１　　第３の加算器
３２　　第３の減衰器
４１　　エコー回路
５１，５２　　第４の減衰器
５３，５４　　第４の加算器
６１，６２　　第５の減衰器
６３，６４　　増減衰器
６５，６６　　第５の加算器
ＦＬ，ＦＲ；ＳＬ，ＳＲ；ＦＬ’，ＦＲ’　　無指向性平面スピーカ



(9) JP 2010-4129 A 2010.1.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2010-4129 A 2010.1.7

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(11) JP 2010-4129 A 2010.1.7

フロントページの続き

(72)発明者  門脇　信諭
            大阪府門真市大字門真１０４８番地　松下電工株式会社内
Ｆターム(参考) 5D017 AE01 
　　　　 　　  5D062 BB03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

